
１
-
派
遣
を
決
定
す
る
ま
で
の
経
緯

　
震
災
か
ら
二
週
間
ほ
ど
過
ぎ
た
二
月
一
日
、
神
戸

市
港
湾
局
か
ら
横
浜
市
港
湾
局
へ
職
員
派
遣
の
打
診

が
あ
っ
た
（
文
書
に
よ
る
正
式
要
請
は
二
月
三
日
）
。

派
遣
業
務
内
容
は
、
上
屋
復
旧
の
た
め
の
設
計
業
務

が
主
な
も
の
で
、
職
種
と
し
て
は
建
築
職
と
機
械
職

及
び
電
気
職
の
三
職
種
で
あ
っ
た
。
宿
泊
場
所
は

「
ニ
ュ
ー
し
ら
ゆ
り
」
（
船
）
で
作
業
場
所
は
Ｋ
Ｃ
Ａ

Ｔ
（
神
戸
航
空
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
、
期
間
は
二
月

六
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
で
あ

る
。
そ
の
日
の
う
ち
に
港
湾
局
は
派
遣
を
決
定
し
、

具
体
的
な
派
遣
計
画
を
策
定
し
た
。

２
－
事
前
準
備

①
－
情
報
の
入
手
方
法

　
神
戸
港
の
状
況
は
被
害
状
況
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
か
ら
情
報
収
集
し
た
。
ま
た
、
業
務
の
詳
細

や
情
報
は
、
派
遣
要
請
先
で
あ
る
神
戸
市
港
湾
局
技

術
部
施
設
課
か
ら
電
話
で
直
接
聞
い
た
。

②
－
関
連
機
関
と
の
調
整

　
総
務
局
へ
の
連
絡
。

３
－
派
遣
計
画
策
定

①
－
派
遣
組
織
の
編
成
、
派
遣
人
数
、
派
遣
期
間

　
派
遣
組
織
は
、
機
械
職
二
班
体
制
、
建
築
職
と
電

気
職
に
つ
い
て
は
三
班
体
制
に
し
た
。
係
長
に
つ
い

て
は
神
戸
市
と
の
連
絡
調
整
と
派
遣
員
の
取
り
ま
と

め
の
業
務
が
あ
り
、
二
班
体
制
で
い
く
こ
と
に
決
定

し
、
総
勢
十
八
人
の
派
遣
人
数
と
な
っ
た
。
ま
た
、

現
地
と
の
連
絡
調
整
、
緊
急
的
対
応
と
し
て
係
長
一

人
を
人
選
し
た
。
（
表
－
１
）

②
－
派
遣
者
の
人
選

　
希
望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
派
遣
を
申
し
出
た
人

が
派
遣
予
定
人
数
を
上
回
る
結
果
に
な
っ
た
。
現
在

行
っ
て
い
る
業
務
を
勘
案
し
て
最
終
的
な
派
遣
人
数

を
決
定
し
た
。

③
｜
携
行
資
材

　
震
災
地
で
の
勤
務
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
業
務
は

上
屋
の
設
計
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
以
下
の
資
材
を

現
地
に
持
ち
込
ん
だ
。
一
次
派
遣
団
が
現
地
に
入
っ

て
か
ら
ワ
ー
プ
ロ
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ
、
移
動
電

話
等
が
必
要
で
あ
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
二
次
、
三

次
派
遣
団
が
現
地
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
　
上
屋
設
計
に
必
要
な
参
考
書
類

　
積
算
基
準
、
積
算
要
領
、
建
設
省
仕
様
書
、
参
考

設
計
書
、
法
令
（
消
防
法
等
）
、
建
設
物
価
等

イ
　
設
計
に
必
要
な
資
材

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

　
三
角
ス
ケ
ー
ル
、
三
角
定
規
、
電
卓
、
パ
ソ
コ
ン

（
二
次
）
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
、
ワ
ー
プ
ロ
（
二
次
で
一

台
追
加
計
二
台
）
、
そ
の
他
筆
記
用
具
と
文
具

ウ
　
現
場
調
査
で
必
要
な
用
品

　
安
全
靴
、
マ
ス
ク
（
二
次
・
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
と
防

塵
マ
ス
ク
）
、
軍
手
、
カ
メ
ラ
（
二
次
で
ポ
ラ
ロ
イ

ド
カ
メ
ラ
二
台
追
加
、
フ
イ
ル
ム
含
む
）
、
巻
尺

（
五
十
ｍ
）
、
移
動
電
話
（
三
次
）
、
自
転
車
（
三
台
、

別
途
局
調
査
団
か
ら
引
き
継
ぎ
二
月
十
日
か
ら
使
用
）

エ
　
生
活
用
品
　

　
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
乾
電
池
、
着
替
え
（
下
着

等
）
、
雑
巾
、
身
分
証
明
書
、
健
康
保
険
証
、
洗
面

用
具
、
タ
オ
ル
、
食
料
（
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
等
、
二

次
か
ら
必
要
な
し
）

④
-
父
通
手
段

　
神
戸
市
へ
の
交
通
手
段
は
鉄
道
が
復
旧
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
羽
田
空
港
か
ら
関
西
国
際

空
港
ま
で
飛
行
機
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
Ｋ
Ｃ
Ａ
Ｔ
ま
で
定
期
高
速
艇
（
Ｋ
Ｊ
Ｅ

Ｔ
）
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
帰
り
も
同

様
な
交
通
手
段
と
し
た
。
勤
務
先
（
Ｋ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
と

宿
泊
場
所
（
新
港
第
四
突
堤
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
係

留
船
）
と
の
往
復
は
基
本
的
に
バ
ス
利
用
と
し
た
。

⑤
－
宿
泊
場
所

１
｜
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４
－
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５
－
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神
戸
港
に
停
泊
し
て
い
る
「
ニ
ュ
ー
し
ら
ゆ
り
」

（
船
）
を
確
保
し
て
あ
る
と
い
う
連
絡
が
神
戸
市
か

ら
あ
り
、
こ
こ
を
宿
泊
場
所
と
し
た
。

４
一
派
遣
中
の
後
方
支
援

①
－
現
地
と
の
連
絡
体
制

　
派
遣
団
班
長
（
係
長
）
と
連
絡
役
（
係
長
）
の
間

で
、
そ
の
日
の
行
動
、
業
務
内
容
、
神
戸
市
と
の
打

ち
合
わ
せ
内
容
、
必
要
な
資
材
等
に
つ
い
て
電
話
で

連
絡
し
合
っ
た
。
派
遣
当
初
、
作
業
場
と
な
る
事
務

室
に
電
話
が
な
く
船
舶
電
話
を
使
用
し
た
が
、
二
月

八
日
に
事
務
室
に
電
話
と
フ
ァ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
、

以
後
そ
の
電
話
と
フ
ァ
ク
ス
を
使
い
連
絡
を
取
り
合
っ

た
。
ま
た
、
伝
達
さ
れ
た
現
地
情
報
は
、
課
員
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、
総
務
課
を
始
め
関
係
課
に
周
知

し
た
。

②
－
二
次
派
遣
の
時
一
次
派
遣
の
経
験
を

　
　
ど
の
よ
う
に
生
か
し
た
か

　
一
次
派
遣
団
か
ら
現
地
の
情
報
が
く
わ
し
く
連
絡

さ
れ
、
二
次
派
遣
団
は
必
要
な
も
の
だ
け
を
持
ち
込

め
ば
よ
い
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
生
活
環
境
や
業

務
で
使
用
す
る
資
材
と
し
て
、
何
か
必
要
か
な
ど
の

現
地
体
験
を
踏
ま
え
た
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

５
－
現
在
の
時
点
で
気
が
付
い
た
災
害
対
策

①
－
ど
の
よ
う
な
条
件
が
整
え
ば
も
っ
と
対
応
が
取

　
　
り
や
す
か
っ
た
か

　
神
戸
で
は
応
急
処
置
的
作
業
に
追
わ
れ
て
お
り
、

将
来
に
向
け
て
の
方
針
が
ま
だ
出
さ
れ
な
い
状
況
下

に
あ
っ
た
。
派
遣
か
ら
二
日
経
過
し
た
二
月
八
日
に

岸
壁
の
施
設
関
係
の
表
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
、
二
月

九
日
に
上
屋
の
解
体
設
計
を
依
頼
さ
れ
た
。
要
請
側

も
派
遣
側
も
派
遣
要
請
時
に
も
っ
と
詳
細
の
業
務
内

容
と
状
況
を
調
べ
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
早
い
段
階

で
何
を
行
う
べ
き
か
の
方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
れ
ば

も
っ
と
有
効
に
日
数
を
使
え
た
と
思
わ
れ
る
。

②
ｌ
横
浜
で
の
災
害
を
想
定
す
る
と
ど
の
よ
う
な
こ

　
　
と
を
準
備
し
て
お
く
べ
き
か

　
今
回
の
派
遣
業
務
は
上
屋
解
体
設
計
で
あ
り
、
解

体
図
面
の
作
成
、
解
体
数
量
の
拾
い
を
行
っ
た
が
、

解
体
対
象
の
上
屋
図
面
が
部
分
的
に
な
か
っ
た
り
、

改
造
後
の
図
面
が
な
か
っ
た
り
し
て
、
現
場
調
査
を

し
な
い
と
図
面
作
成
が
で
き
ず
、
数
量
拾
い
に
多
く

の
時
間
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
災
害

を
想
定
し
、
そ
の
復
旧
を
考
え
る
時
、
施
設
図
面
は

普
段
か
ら
し
っ
か
り
管
理
保
管
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
、
肝
に
銘
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
保
管
方

法
も
よ
り
良
い
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感

し
た
。
（
神
戸
で
は
図
面
ロ
ッ
カ
ー
が
倒
れ
、
図
面

が
散
逸
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
）

６
-
現
地
活
動
報
告

①
－
上
屋
の
被
害
状
況

　
Ｔ
Ｖ
等
で
は
見
て
い
た
が
、
現
地
で
見
る
被
害
状

況
は
想
像
以
上
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、

神
戸
市
港
湾
局
で
管
理
し
て
い
る
古
い
公
共
埠
頭

（
兵
庫
、
新
港
突
堤
、
摩
耶
埠
頭
等
）
を
中
心
に
上

屋
解
体
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
岸
壁
の
崩
壊

に
よ
り
多
く
の
上
屋
施
設
は
柱
基
礎
が
海
側
に
せ
り

出
す
か
、
沈
下
し
、
建
物
全
体
は
傾
い
て
い
た
。
上

屋
内
部
は
、
液
状
化
に
よ
り
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
厚
さ
二
十
㎝
）
が
め
く
り
上
が
り
、
砂
の
吹
き
上

が
り
が
生
じ
、
段
差
が
一
ｍ
以
上
で
き
て
い
た
。
荷

役
機
械
が
め
り
込
み
、
作
業
が
で
き
る
状
態
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
Ｒ
Ｃ
造
多
層
階
の
上
屋
の
う
ち
二

棟
は
、
一
階
部
分
の
柱
が
座
屈
し
て
完
全
に
崩
れ
て

い
た
。
こ
の
上
屋
は
人
工
地
盤
上
に
建
て
ら
れ
て
い

た
た
め
、
陸
地
に
建
て
ら
れ
た
施
設
と
異
な
り
、
地

震
の
影
響
を
多
く
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
調
査
の
中

心
が
、
神
戸
港
で
比
較
的
古
い
埠
頭
で
、
上
屋
は
全

て
被
害
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
使
え
る
建
物
は

一
棟
も
な
く
、
解
体
・
補
修
・
建
て
替
え
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
（
写
真
参
照
）

②
－
現
地
で
行
っ
た
こ
と

ア
応
援
先

　
上
屋
復
旧
の
た
め
の
設
計
業
務
が
主
な
応
援
内
容

で
、
神
戸
市
港
湾
局
技
術
部
施
設
課
の
組
織
の
中
で

調
査
及
び
設
計
業
務
を
行
っ
た
。
神
戸
市
港
湾
局
の

施
設
課
も
、
横
浜
市
と
同
様
に
、
建
築
・
電
気
・
機

械
職
で
構
成
さ
れ
て
お
り
同
様
な
仕
事
を
し
て
い
る
。

作
業
場
所
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
第

二
期
）
内
に
あ
る
神
戸
航
空
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｋ

Ｃ
Ａ
Ｔ
）
二
階
の
一
室
で
あ
る
。
神
戸
市
役
所
と
Ｋ

Ｃ
Ａ
Ｔ
が
離
れ
て
お
り
、
交
通
渋
滞
が
激
し
く
往
復

に
時
間
が
か
か
り
打
ち
合
わ
せ
・
調
査
等
が
大
変
で

あ
っ
た
。
最
初
、
神
戸
市
港
湾
局
へ
緊
張
し
て
訪
ね

た
が
、
思
い
の
ほ
か
職
員
の
皆
さ
ん
が
明
る
か
っ
た

の
で
安
心
し
た
。

イ
仕
事
の
内
容

　
震
災
後
、
陥
没
し
た
岸
壁
に
砂
利
を
い
れ
、
段
差

の
つ
い
た
上
屋
入
口
に
ス
ロ
ー
プ
を
作
る
等
、
被
災

上
屋
か
ら
荷
を
出
す
段
取
り
に
追
わ
れ
、
上
屋
の
復

旧
の
作
業
は
、
わ
れ
わ
れ
が
神
戸
市
役
所
に
到
着
し
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た
と
き
に
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
。
上
屋
の
復
旧
と
し

て
は
、
崩
壊
が
ひ
ど
く
解
体
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
、

補
強
す
れ
ば
使
用
に
耐
え
る
も
の
、
新
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
方
針
の

決
ま
っ
た
も
の
か
ら
順
次
解
体
の
積
算
を
中
心
に
行
っ

た
。
古
い
上
屋
は
、
図
面
も
少
な
く
、
現
場
調
査
し

な
い
と
積
算
で
き
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
交
通

事
情
が
悪
い
の
で
一
回
の
調
査
で
め
ど
を
付
け
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
崩
壊
の
危
険
性
か
ら
容
易

に
近
づ
け
な
い
上
屋
も
あ
り
、
積
算
す
る
の
に
苦
労

し
た
。

　
後
半
か
ら
は
、
神
戸
市
、
設
計
事
務
所
を
交
え
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
公
共
上
屋
補
修
の
た
め
の
調
査

検
討
を
行
っ
た
。
電
気
・
機
械
担
当
は
、
国
に
要
望

す
る
た
め
岸
壁
に
付
帯
す
る
設
備
関
係
の
表
の
作
成

（
ク
レ
ー
ン
、
船
舶
給
水
、
岸
壁
灯
、
岸
壁
コ
ー
ナ

灯
）
作
業
を
行
っ
た
。
上
屋
解
体
に
伴
い
受
電
設
備
、

電
源
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
引
き
込
み
線
撤
去
積
算
、
サ
イ
ロ
上

屋
の
ア
ン
ロ
ー
ダ
の
撤
去
積
算
を
行
う
。
ま
た
、
市

街
地
で
の
水
道
復
旧
に
伴
い
、
埠
頭
内
の
浄
化
槽

（
公
衆
便
所
、
労
働
者
休
憩
所
、
事
務
所
、
上
屋
付

帯
）
の
現
況
調
査
を
行
っ
た
。
交
通
渋
滞
が
ひ
ど
い

の
で
横
浜
市
港
湾
局
で
用
意
し
た
折
り
畳
み
式
自
転

車
が
威
力
を
発
揮
し
、
調
査
地
点
と
の
往
復
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
が
調
査
し
て
い
る
と
き
見
か
け
た
、
崩

れ
か
け
た
上
屋
か
ら
荷
を
出
し
て
い
る
作
業
姿
は
、

印
象
的
で
あ
っ
た
。
港
が
崩
壊
す
る
こ
と
は
、
「
そ

こ
で
働
く
人
の
職
場
を
奪
う
こ
と
だ
」
と
当
た
り
前

の
こ
と
が
実
感
と
し
て
わ
か
っ
た
。
作
業
の
手
を
休

め
て
「
震
災
の
た
め
、
横
浜
へ
働
き
に
い
く
」
と
い

う
人
に
も
会
っ
た
。
ま
た
、
神
戸
市
の
指
導
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
上
屋
に
荷
を
搬
入
す
る
業
者
も
見
か
け

た
。
そ
の
た
め
、
上
屋
補
強
の
た
め
の
調
査
が
で
き

ず
、
上
屋
の
復
旧
が
ど
ん
ど
ん
遅
れ
る
原
因
に
な
っ

て
い
た
。
当
時
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

市
街
地
か
ら
大
量
に
発
生
す
る
ガ
ラ
の
処
分
埋
立
予

定
地
と
な
る
古
い
埠
頭
の
現
実
が
あ
っ
た
。

ウ
震
災
を
見
て
、
横
浜
で
重
要
と
思
っ
た
こ
と

　
現
在
、
横
浜
港
に
お
い
て
も
、
野
菜
を
始
め
食
料

品
・
生
活
物
資
が
外
国
か
ら
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
で
大
量

に
入
荷
し
て
い
る
。
震
災
で
港
が
崩
壊
す
る
こ
と
は
、

市
民
の
生
活
に
直
接
影
響
が
出
る
物
資
が
入
荷
し
な

く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
、
神
戸
を
み
て

も
、
生
活
物
資
の
確
保
の
た
め
埠
頭
の
応
急
復
旧
を

最
優
先
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
も
他
都
市

か
ら
派
遣
さ
れ
た
消
防
、
医
療
チ
ー
ム
と
と
も
に
船

に
寝
泊
ま
り
し
た
が
、
市
街
地
に
近
く
岸
壁
の
損
傷

が
少
な
い
埠
頭
は
、
様
々
な
船
が
応
援
の
た
め
の
活

動
の
基
地
に
な
っ
て
い
た
。
耐
震
バ
ー
ス
等
の
整
備

が
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

Λ
森
口
＝
港
湾
局
施
設
課
機
械
係
長
／
安
藤
＝
同
課

課
長
補
佐
電
気
係
長
Ｖ

港湾施設の復旧活動
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